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■
人
づ
く
り
面
で
の
課
題

○
現
在
、
市
内
で
取
り
組
ん
で
い
る
環

境
教
育
に
つ
い
て
、
情
報
を
把
握
・

共
有
す
る
こ
と
。

○
情
報
を
共
有
す
る
場
と
な
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
。

○
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
環
境
へ
の

意
識
を
高
め
る
こ
と
。

○
事
業
者
が
地
域
環
境
保
全
に
取
り
組

む
機
会
、
場
所
を
設
け
る
こ
と
。

■
生
活
環
境
面
で
の
課
題

○
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
の
防
止
に
向

け
た
意
識
向
上
と
監
視
の
強
化
。

○
野
外
焼
却
、
悪
臭
を
防
止
す
る
こ

と
。

○
生
活
排
水
や
農
業
排
水
に
よ
る
河
川

水
質
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
。

○
環
境
保
全
協
定
を
締
結
し
、
事
業
活

動
に
伴
う
環
境
の
悪
化
を
未
然
に
防

止
す
る
こ
と
。

■
地
域
環
境
資
源
面
で
の
課
題

○
豊
か
な
自
然
、
貴
重
な
動
植
物
の
保

全
。

○
人
工
林
の
間
伐
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ

な
ど
に
よ
る
食
害
な
ど
の
対
策
を
推

進
し
、
森
林
の
適
切
な
更
新
を
図
る

こ
と
。

○
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
を
設
け
る
こ

と
。

○
日
本
の
原
風
景
的
な
自
然
景
観
や
歴

史
的
な
町
並
み
を
守
る
こ
と
。

○
文
化
財
や
文
化
遺
産
、
地
域
の
伝
統

を
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
。　

■
資
源
循
環

○
事
業
系
の
ご
み
、
家
庭
系
の
ご
み
の

双
方
を
削
減
す
る
こ
と
。

○
分
別
回
収
、
資
源
回
収
な
ど
を
推
進

し
、
３
Ｒ
を
進
め
る
こ
と
。

○
未
利
用
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
効
果
的
に

活
用
す
る
こ
と
。

○
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を
控
え
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
推

進
す
る
こ
と
。

○
水
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
。

▼
グ
リ
�
ン
ツ
�
リ
ズ
ム

　
農
山
漁
村
地
域
な
ど
で
自
然
、
文

化
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
、
滞
在

型
の
余
暇
活
動
の
総
称
。

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
�

　
枯
渇
の
危
険
性
が
あ
る
石
油
・
石
炭

な
ど
の
化
石
燃
料
な
ど
と
違
い
、
自
然

現
象
に
よ
っ
て
半
永
久
的
に
得
ら
れ
、

継
続
し
て
利
用
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

▼
森
林
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

　
森
林
を
育
て
る
た
め
、
樹
木
の
植
栽

や
下
刈
り
、
枝
打
ち
、
間
伐
な
ど
の
森

林
整
備
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。

▼
生
物
多
様
性

　
あ
ら
ゆ
る
生
物
種
の
多
さ
と
、
そ
れ

ら
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
生
態
系

の
豊
か
さ
や
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い

る
状
態
の
こ
と
。

▼
地
産
地
消

　「
地
域
生
産
、
地
域
消
費
」
の
略
語
。

▼
バ
イ
オ
マ
ス
／
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

　
再
生
可
能
な
生
物
由
来
の
有
機
性
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
（
化
石
燃
料
は
除

く
）
の
こ
と
。
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
と

は
、
農
林
水
産
省
が
推
進
す
る
地
域
指

定
地
で
、
「
広
く
地
域
の
関
係
者
の
連

携
の
下
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
生
か
ら
利

用
ま
で
の
総
合
的
利
活
用
シ
ス
テ
ム
が

構
築
さ
れ
、
安
定
的
か
つ
適
正
な
バ
イ

オ
マ
ス
利
活
用
が
行
わ
れ
て
い
る
、
あ

る
い
は
今
後
行
わ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
地
域
」
の
こ
と
。

▼
ビ
オ
ト
�
プ

　
ド
イ
ツ
語
の
Ｂ
ｉ
ｏ
（
生
物
）
と
Ｔ

ｏ
ｐ
ｅ
（
空
間
、
場
所
）
を
組
み
合
わ

せ
た
造
語
。
生
物
が
互
い
に
つ
な
が
り

を
持
ち
な
が
ら
生
息
し
て
い
る
空
間
を

示
す
言
葉
だ
が
、
特
に
開
発
事
業
な
ど

に
よ
っ
て
環
境
の
損
な
わ
れ
た
土
地
や

都
市
内
の
空
き
地
、
校
庭
な
ど
に
造
成

さ
れ
た
生
物
の
生
息
・
生
育
環
境
空
間

を
指
し
て
い
う
場
合
も
あ
る
。

▼
フ
�
ド
マ
イ
レ
�
ジ

　
食
糧
の
総
重
量
と
輸
送
距
離
を
乗
じ

て
数
値
化
し
た
も
の
。

▼
フ
ロ
ン
／
フ
ロ
ン
ガ
ス

　
フ
ッ
素
と
炭
素
な
ど
か
ら
な
る
化
合

物
。
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
原
因
物
質

の
一
つ
。

▼
木
質
ペ
レ
�
ト
／
ペ
レ
�
ト
ス
ト
�
ブ

　
従
来
は
廃
棄
さ
れ
て
い
た
お
が
く

ず
、
端
材
、
樹
皮
な
ど
を
15
㎜
程
度
の

小
さ
な
円
筒
状
に
成
形
し
た
固
形
燃
料

で
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一

つ
。
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
に
使
用
し

た
ス
ト
ー
ブ
を
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
と

い
う
。

▼
モ
デ
ル
フ
�
レ
ス
ト

　
地
域
で
行
う
、
森
林
を
核
と
し
た
持

続
的
な
地
域
づ
く
り
の
実
践
活
動
の
こ

と
。
森
林
所
有
者
が
放
置
森
林
を
解
消

す
る
た
め
、
活
動
を
希
望
す
る
企
業
な

ど
に
活
動
場
所
を
提
供
し
、
間
伐
な
ど

で
森
林
整
備
を
行
う
も
の
。
参
加
者
に

と
っ
て
は
、
環
境
教
育
な
ど
の
相
乗
効

果
が
あ
る
。

▲子どもたちによる水辺の観察会（八木町西田）

▲地域・学校・企業が協力して行う美化活動
　（ＪＲ園部駅西口の清掃）▲府登録文化財の牧山の松明行事（日吉町中世木の普門院）

▲美山川のクリーンリバー作戦

環
境
の
課
題

計
画
の
体
系

基
本
理
念

環
境
像

基
本
目
標

基
本
計
画

私たちは、環境をよく
するために自ら考え、
行動する、意欲のある
人を目指します。

意欲のある人い きずなを結ぶ

私たちは、環境を慈しむ
心をとおして「人と人」
を結び、きずなの強いま
ちを目指します。

き 自然と共生

私たちは、豊かな自然を
守り、将来に残すため、
人と自然が共に生きるま
ちを目指します。

き資源を生かす

私たちは、限りある資源
を生かし、持続的に発展
するまちを目指します。

い

自然と人が結びあう‘いきいき’南丹市

５つの重点プロジェクト

〈人づくり〉
環境を慈しむ心を育み、
自ら考え、行動し、協
力し合います。

〈生活環境〉
思いやりを大切にし、
みんなが快適に暮らせ
るまちを創ります。

〈地域環境資源〉
自然・歴史・文化、南
丹のかがやきを守り、
伝えます。

〈資源循環〉
水・もの・エネルギー
を有効活用し、環境へ
の負荷が少ないまちを
創ります。

●環境教育・環境学
習・体験活動の推進

●環境に関する情報を
収集、提供し、意識
向上に取り組む

●環境活動団体やリー
ダーの育成・支援

●環境活動のための協
働体制づくり

●公害のない、健康に
暮らせる環境を維持
●ごみのポイ捨て・不
法投棄をなくす
●心が安らぐ快適空間
を創出

●山林・川・里の自然
環境を保全

●生物多様性を保全
●伝統ある歴史・文化
を伝承

●美しい景観を保全
●地域資源を生かした
産業・観光を振興

●市域外にも配慮した
水環境保全を推進

●３Ｒを推進
●資源やエネルギーの
有効活用を推進

●地産地消を推進

い き




